
 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月の園だより 
 

令和６年 8月１日 

目黒区立八雲保育園 園長 

8月の行事予定  

中旬   身体計測  避難訓練 

３0日（金）プールじまい（３・４・５歳児） 

中旬 身体計測 避難訓練

9月の行事予定 

４日（水） 引き渡し訓練 

中旬    身体計測  避難訓練 

＊ご家庭でもぜひお風呂などで取り入れて一緒に楽しんでみてください＊ 

水遊びではペットボトル、ゼリーなどのカップ

容器、ジュースやお茶のパック（牛乳パックと

同じもの）、ジップロックやビニール袋などを

利用します。 

すくう、こぼす、注ぐ、浮かべる、袋に入れ

て感触を楽しんだり穴を空けてジョウロにす

る、ペットボトルを沈めてブクブクと気泡が

出る、カップや袋に氷を作って感触や溶ける

様子を楽しむ・・・など子どもたちの自由な

発想力で様々な使い方や経験を楽しめます。 

～夏・ふしぎ発見～ 

 子どもたちが楽しみにしている「夏のあそび」がスタートして１か月が過ぎました。「暑さ指数計」とにら

めっこをしながらの毎日ですが、水しぶきとともに「気持ちいい」「もっと遊びたい」と元気な声が園内に響

いています。ある日、４歳児クラスを覗いてみると「これは海賊船だよ」「きれいでしょ。だいすきな水色で

ここ（船の側面部分）ぬってみたんだ」と“手作り船”を作っているところでした。実際に水に浮かべるまで

は半信半疑でしたが、水にそっと浮かべた瞬間の「うわぁ」の歓声に子どもたちの満足感が伝わってきます。 

そのうち一人の子の船が反転して上手く浮かばないと「あんまり（水を）バシャバシャしない方がいいんだ

よ」「ゆっくり入れてみたら？」「（船に）水が入っちゃうとだめなんだよね」とみんな自分のことのように『ど

うすればうまく浮くか』思いを伝えていました。“なるほど、やってみよう“と感じたのか、色々な試し方で

もう一度浮かべてみると「やった、浮かんだ」とみんなの笑顔がこぼれます。夏は、こころもからだも開放す

るだけでなく、「何でこうなるのかな」「こうしたらもっとおもしろいかな」と“発見とひらめき”を膨らませ

る季節でもあります。友達とたくさん知的好奇心を広げられる遊びを子どもたちと一緒に進めていきたいと

思います。 

 毎日の「水遊び、プール遊び」に関する健康チェック及び、身支度のご協力をありがとうございます。子ど

もたちの体調にも配慮し「熱中症警戒アラート発表時と暑さ指数」「各クラスの感染状況」等により活動する

時間帯を短縮したり中止したりする場合がありますので、引き続きご理解とご協力のほどよろしくお願いい

たします。 



 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

                    

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一週間の予定を確認しては「やったぁ〇曜日はプ

ールだ」とプール活動を楽しみにしている子どもた

ち。フープを使った遊びでは「もっと（フープを）沈

めて。潜るよ。」そう言って息を大きく吸うと、輪を

めがけて強く水を蹴りながら勢いよく潜り抜けま

す。「ぼくはもっともーっと高くして」と届くかなと

思うくらいのフープの高さに目をキラキラさせなが

ら、いるかジャンプに挑戦します。「出来た！もう一

回やりたい」という友達の姿に刺激を受け「すごい！

私もやってみたい」と真似したり挑戦しようとする

姿がたくさん見られています。『やってみようかな』

『出来るようになりたい』という思いを大切にしな

がら、夏の開放感や水の感触を存分に楽しめるよう

にしていきたいと思います。 

しろくま組（５歳児クラス） 
                 

今年から幼児の大きいプールデビューです。

「今日はプール入る？」「まだ着替えないの？」

と、とても楽しみにしています。最初はプールに

そーっと足を入れてその瞬間の冷たさに驚いた表

情をしていましたが、ゆっくりと水中を歩いたり

水をすくって腕にかけたりしながら少しずつ慣れ

ています。プールの中にキラキラした宝物を入れ

て探すことが大好きで、「花の形きれい」「帽子

と同じ黄色だよ」と言いながら、好きな色の宝物

探しを楽しんでいます。水の気持ち良さや面白さ

を経験できるよう、一人ひとりのペースにあわせ

た遊び方で「プール楽しい」「こんなことでき

た！」という嬉しい気持ちに共感しながら、プー

ルを楽しんでいきたいと思います。 

ぺんぎん組（３歳児クラス） 

 

大きなトマトが８個収穫できたので「トマトとってきました」「大きいのとれたよ！」と子どもたちがう

れしそうにトマトを栄養士へ手渡しすると、冷やして給食の時に持ってきてくれることになりました。 

遊んでいる時にも『給食の時間まだかな』と楽しみにしていました。 

活動が終わって給食の時間が近づき「トマトいつ食べられるの？」と 

話しているところに、トマトを持って栄養士が登場。子どもたちがす 

ぐに集まってきて、さっそく目の前で切ってもらいました。その場で 

食べると「これ甘いね、おいしい」「おかわりまだある？」と自分たち 

の手で育てたトマトの味は格別だったようです。子どもたちの姿がと 

ても微笑ましく、今から次の収穫が楽しみです。 

いるか組（４歳児クラス） 


